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4社の個性を活かし、INYは地域に貢献できる企業体を目指しています。
地域ビルダー様に有益なサービスの提供

● 木材住設建材共同仕入
● 資材販売の情報・ノウハウの交換
● 住宅生産技術の各社交流・開発
● SWOT（構造・窓・外壁トータル工事）サポート
● 社員研修、採用、育成、社員の相互派遣、研修
● 各種保険・保証
● I・N・Y通信、ホームページを提案・提供
● 人材育成・派遣
● 5S環境整備
● 新規お得意様開拓
● 他、経営全般

イシハラ

南陽吉久

山 西

タカカツ
建材

5面

「木を通してゆるやかにつながる」 
特集 「重要伝統的建造物群保存地区制度」

「トコトン探求心」 
「ピックアップ」 6面

業績向上のための 「理念と経営」
7面 「古典から学ぶ」

木材・建材市況情報

2面

3面

4面

8面

「HOT NEWS」

特集 「令和3年版 少子化社会対策白書
 から見る少子化の現状と対策」

2021年9月
株式会社アイ・エヌ・ワイ
代表取締役社長 中村  正治

2021年9月
株式会社アイ・エヌ・ワイ
代表取締役社長 中村  正治

爽秋の候　益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。
平素より格別のお引立てを賜り、厚く御礼申し上げます。
 
世界的な脱炭素化の流れ。
建築省エネ法の改正により、2025年には新築住宅も省エネ基準の
適合義務化となります。
また、2030年には空調・照明などの基準も引き上げられる見込みです。
いよいよ太陽光発電の設置義務化も現実味を帯びてきており、
「住宅産業の大変革時代」の到来を予感させるような政府の強い意志が
感じられる昨今です。
 
業界に携わる我々自身が、住宅に対する固定観念を一旦リセットし、
新たな住宅像を創造することが必要不可欠な時期に
差し掛かっているように感じます。
 
変化はチャンスです。皆様と共に歩んでまいりたく思います。
今後ともよろしくお願い致します。
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代表取締役社長 石原 教行
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〒933-0003 富山県高岡市能町750
代表取締役社長 中村 正治
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〒989-6255 宮城県大崎市古川休塚字新西田38-1
代表取締役社長 髙橋 勝典
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複
数
の
企
業
に
お
い
て
社
員
が
所
定
の
実
務
経
験
を
充
足
し
て
い
な
い
状
況
で
不
正
に
受
検
、施
工
管
理
技
士
資
格
を
取
得
し
、監
理（
主
任
）技
術
者
と
し
て
配
置
さ
れ
る
事
態
が
発
生
し
た
こ
と
を
受

け
、国
土
交
通
署
は
、再
発
防
止
に
向
け
て
の
検
討
会
を
設
置
、技
術
検
定
の
不
正
受
検
や
粗
雑
工
事
へ
の
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、7
月
26
日「
建
設
業
者
の
不
正
行
為
等
に
対
す
る
監
督
処
分
の
基
準
」

を
改
正
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、不
正
に
資
格
等
を
取
得
し
た
技
術
者
を
工
事
現
場
に
配
置
し
た
建
設
業
者
や
粗
雑
工
事
等
に
よ
り
、工
事
目
的
物
に
重
大
な
瑕
疵
を
生
じ
さ
せ
た
建
設
業
者
に
対
す
る
監
督

処
分
が
強
化
さ
れ
、併
せ
て
改
正
さ
れ
、「
技
術
検
定
の
受
検
禁
止
の
措
置
に
関
す
る
基
準
」に
よ
り
、受
検
者
の
出
願
に
関
す
る
不
正
行
為
に
係
る
受
検
禁
止
措
置
も
強
化
さ
れ
た
。

　
従
前
の
監
督
処
分
基
準
で
は
建
設
業
法
の
規
定
に
違
反
し
て
主
任
技
術
者
や
監
理
技
術
者
を
現
場
に
置
か
な
か
っ
た
場
合
、１５
日
以
上
の
営
業
停
止
処
分
を
課
し
て
い
る
が
、改
正
後
は
施
工
管
理
技

士
資
格
や
監
理
技
術
者
資
格
者
証
の
不
正
取
得
者
を
現
場
に
置
い
た
場
合
、３０
日
以
上
の
営
業
停
止
処
分
を
行
う
こ
と
が
追
加
さ
れ
た
。施
工
段
階
で
の
手
抜
き
や
粗
雑
工
事
な
ど
で
は
、工
事
目
的
物
に

重
大
な
瑕
疵
が
生
じ
た
場
合
の
営
業
停
止
処
分
が
７
日
か
ら
１５
日
以
上
に
変
更
さ
れ
、該
当
工
事
で
低
入
札
価
格
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
場
合
は
３０
日
以
上
の
営
業
停
止
処
分
を
課
す
規
定
も
追
加
さ
れ

た
。ま
た
、「
賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
違
反
」に
つ
い
て
の
罰
則
基
準
の
項
目
が
追
加
さ
れ
た
。

　
受
検
禁
止
の
措
置
に
関
す
る
基
準
で
は
、従
前
の
虚
偽
の
出
願
に
お
け
る
３
年
の
受
検
禁
止
に
加
え
、制
度
の
不
理
解
等
に
よ
る
出
願
に
関
す
る
不
正
行
為
に
つ
い
て
も
、原
則
１
年
の
受
検
禁
止
と
す

る
規
定
が
追
加
さ
れ
た
。

施
工
管
理
技
士
の
不
正
取
得・配
置
に
対
す
る
処
分
を
強
化

国
土
交
通
省

　
内
閣
府
は
8
月
10
日
、令
和
3
年
7
月
の
景
気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
を
公
表
し
た
。そ
れ
に
よ
る
と

7
月
の
現
状
判
断
D
I（
季
節
調
整
値
）は
、前
月
よ
り
0・8
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
48・4
と
な
っ
た
。

　
家
計
同
行
関
連
D
I
は
、住
宅
関
連
で
43
・
6
ポ
イ
ン
ト（
前
月
44
・
1
ポ
イ
ン
ト
）と
前
月
調
査
よ

り
0・5
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
も
の
の
、小
売
関
連
は
47・9
ポ
イ
ン
ト（
前
月
44・6
ポ
イ
ン
ト
）、飲
食

関
連
40・4
ポ
イ
ン
ト（
前
月
37・8
ポ
イ
ン
ト
）、サ
ー
ビ
ス
関
連
48・3
ポ
イ
ン
ト（
前
月
46・3
ポ
イ
ン

ト
）と
、そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
た
こ
と
か
ら
、全
体
と
し
て
47・2
ポ
イ
ン
ト（
前
月
44・6
ポ
イ
ン
ト
）と
前

月
に
比
べ
2
・
6
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。企
業
動
向
関
連
は
、製
造
業
で
52
・
8
ポ
イ
ン
ト（
前
月
56
・
5

ポ
イ
ン
ト
）、非
製
造
業
で
46・7
ポ
イ
ン
ト（
前
月
50・3
ポ
イ
ン
ト
）と
、そ
れ
ぞ
れ
低
下
し
、企
業
動
向

全
体
と
し
て
49・4
ポ
イ
ン
ト（
前
月
53・1
ポ
イ
ン
ト
）と
前
月
よ
り
3・7
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。

　
一
方
、2
〜
3
ヶ
月
先
の
景
気
の
先
行
き
に
対
す
る
判
断
は
48・4
ポ
イ
ン
ト（
前
月
52・4
ポ
イ
ン

ト
）と
な
り
、前
月
を
4・0
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た
。詳
細
を
見
る
と
、家
計
動
向
関
連
は
小
売
関
連
で

46
・
8
ポ
イ
ン
ト（
前
月
49
・
8
ポ
イ
ン
ト
）、飲
食
関
連
47
・
5
ポ
イ
ン
ト（
前
月
50
・
1
ポ
イ
ン
ト
）、

サ
ー
ビ
ス
関
連
48・2
ポ
イ
ン
ト（
前
月
56・9
ポ
イ
ン
ト
）と
、そ
れ
ぞ
れ
低
下
し
た
が
、住
宅
関
連
は

44・3
ポ
イ
ン
ト（
前
月
43・6
ポ
イ
ン
ト
）と
3
ヶ
月
連
続
で
上
昇
し
て
い
る
。家
計
動
向
関
連
全
体

と
し
て
は
47・1
ポ
イ
ン
ト（
前
月
51・5
ポ
イ
ン
ト
）と
前
月
よ
り
4・4
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。企
業

動
向
関
連
は
、製
造
業
52
・
6
ポ
イ
ン
ト（
前
月
53
・
8
ポ
イ
ン
ト
）、非
製
造
業
49
・
2
ポ
イ
ン
ト（
前

月
50・9
ポ
イ
ン
ト
）と
企
業
の
先
行
き
判
断
も
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た

　
国
土
交
通
省
は
8
月
10
日
、経
済
産
業
省
、環
境
省
と
合
同
で
進
め
る「
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
住

宅・建
築
物
の
省
エ
ネ
対
策
等
の
あ
り
方
検
討
会
」の
第
6
回
の
会
合
を
開
催
し
、前
会
合
で
指
摘
の

あ
っ
た
内
容
を
踏
ま
え
、修
正
し
た
と
り
ま
と
め
案
を
発
表
し
た
。 

　
修
正
案
で
は
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、2
0
5
0
年
に
目
指
す
べ
き
住
宅・建

築
物
の
姿
と
し
て
、ス
ト
ッ
ク
平
均
で
Z
E
H・Z
E
B
基
準
の
水
準
の
省
エ
ネ
性
能
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
と
も
に
、そ
の
導
入
が
合
理
的
な
住
宅・建
物
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
一
般
的
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
と
し
た
。

　
ま
た
、こ
れ
に
至
る
2
0
3
0
年
に
お
い
て
は
、温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
46
％
削
減
と
い
う
野
心
的

な
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、新
築
戸
建
住
宅
の
6
割
で
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
目

指
し
、将
来
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
義
務
化
も
選
択
肢
の
一つ
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

検
討
し
、そ
の
設
置
促
進
の
た
め
の
取
組
み
を
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
重

要
な
要
素
と
な
る
。本
検
討
会
に
お
い
て
、太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
義
務
化
に
対
す
る
課
題
の
指
摘

も
あ
っ
た
が
、導
入
拡
大
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
共
通
の
認
識
で
あ
り
、特
に
2
0
3
0
年
ま
で
に
お
い

て
は
、太
陽
光
発
電
は
現
実
的
に
利
用
で
き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
期
待
が
高
い
。

7
月
景
気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査

新
築
戸
建
住
宅
の
太
陽
光
発
電

設
備
設
置
、6
割
を
目
標

内
閣
府

国
土
交
通
省
、経
済
産
業
省
、環
境
省
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令
和
3
年
版 

少
子
化
社
会
対
策
白
書
か
ら
見
る
少
子
化
の
現
状
と
対
策

特
集

　
令
和
3
年
版「
少
子
化
社
会
対
策
白
書（
令
和
2
年
度
少
子
化

及
び
少
子
化
へ
の
対
処
施
策
の
概
況
）」に
よ
れ
ば
、2
0
2
0
年

に
於
け
る
我
が
国
の
総
人
口
は
1
億
2
5
7
1
万
人
で
、う
ち

年
少
人
口（
0
〜
14
歳
）は
1
5
0
3
万
人
、生
産
年
齢
人
口

（
15
〜
64
歳
）は
7
4
4
9
万
人
、65
歳
以
上
人
口
は
3
6
1
9

万
人
で
あ
り
、総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、そ
れ
ぞ
れ
12
・
0
％
、

59
・
3
％
、28
・
8
％
と
な
っ
た
。

　

日
本
の
総
人
口
は
2
0
1
0
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、そ
の
後

は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。総
人
口
が
減
少
す
る
中
、高
齢

者
人
口
は
増
加
し
続
け
、生
産
年
齢
人
口・
年
少
人
口
は
減
少
し

続
け
て
い
る
。今
後
、出
生
率
が
上
昇
に
転
じ
な
い
限
り
、生
産
年

齢
人
口
は
大
幅
に
減
り
続
け
、2
0
5
6
年
に
は
5
0
0
0
万

人
を
割
り
、2
0
6
5
年
に
は
4
5
2
9
万
人（
総
人
口
に
占
め

る
割
合
は
、51
・
4
％
）と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

年
間
出
生
数
は
、第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
に
は
約
2
7
0

万
人
、第
2
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
の
1
9
7
3
年
に
は
約

2
1
0
万
人
で
あ
っ
た
が
、1
9
7
5
年
に
2
0
0
万
人
を
、

1
9
8
4
年
に
は
1
5
0
万
人
を
割
り
込
ん
で
減
少
し
続
け
、

1
9
9
1
年
以
降
は
増
加
と
減
少
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、穏
や

か
な
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。 

2
0
1
9
年
の
出
生
数
は
、86

万
5
2
3
9
人
と
、初
め
て
90
万
人
を
割
り
込
み
、「
86
万

シ
ョ
ッ
ク
」と
呼
ぶ
べ
き
状
況
と
な
っ
た
。2
0
2
1
年
6
月
4

日
に
公
表
さ
れ
た
2
0
2
0
年
の
人
口
動
態
統
計
月
報
年
計

（
概
数
）に
よ
れ
ば
、2
0
2
0
年
の
出
生
数
は
、前
年

（
2
0
1
9
年
）か
ら
さ
ら
に
2
万
4
4
0
7
人
減
少
し
、

1
8
9
9
年
の
調
査
開
始
以
来
も
っ
と
も
少
な
い
8
4
万

8
3
2
人
と
な
っ
た
。

　
年
少
人
口
に
つ
い
て
は
、1
9
5
0
年
に
は
総
人
口
の
3
分
の

1
を
超
え
て
い
た
が
、第
1
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
後
の
出
生
児
数

の
減
少
を
反
映
し
て
低
下
を
続
け
、1
9
6
5
年
に
は
総
人
口

の
約
4
分
の
1
と
な
っ
た
。そ
の
後
、1
9
7
0
年
ま
で
低
下
が

続
い
た
が
、第
2
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
の
出
生
児
数
の
増
加
に

よ
っ
て
僅
か
に
上
昇
し
た
も
の
の
、1
9
7
5
年
か
ら
再
び
低
下

を
続
け
、1
9
9
7
年
に
は
65
歳
以
上
人
口
の
割
合（
15
・
7
％
）

を
下
回
っ
て
15
・
3
％
と
な
っ
た
。「
国
政
調
査
」及
び「
人
口
推

計
」に
よ
れ
ば
、2
0
2
1
年
4
月
現
在
で
の
年
少
人
口
の
割
合

は
11
・
9
％（
前
年
比
0
・
1
ポ
イ
ン
ト
低
下
）で
過
去
最
低
と
な

り
、1
9
7
5
年
以
降
47
年
連
続
し
て
低
下
し
て
い
る
。

　

出
生
率
の
低
下
に
起
因
す
る
少
子
化
現
象
は「
未
婚
化
の
進

展
」、「
晩
婚
化
の
進
展
」、「
夫
婦
の
出
生
力
の
低
下
」等
が
直
接

的
原
因
で
は
あ
る
が
、そ
の
背
景
に
は
、結
婚
・
出
産
に
対
す
る
価

値
観
の
変
化
の
他
、仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境
整
備
の

遅
れ
、子
育
て
に
対
す
る
負
担
感
や
経
済
的
不
安
定
の
増
大
等
、

出
産
・
子
育
て
を
阻
む
社
会
的
要
因
が
あ
る
。さ
ら
に
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
す
る
中
で
、2
0
2
0
年
の
婚
姻
件

数
や
妊
娠
届
出
数
に
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
が
、結
婚
行
動
や
妊
娠
活
動
に
少
な
か
ら
ず
影

響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。こ
う
し
た
実
情

を
受
け（
2
0
2
0
年
５
月
29
日
に
閣
議
決
定
し
た「
少
子
化
社

会
対
策
大
綱
」で
は
、「 

希
望
出
生
率
1
・
8
」を
実
現
す
る
た
め
、

① 
結
婚・子
育
て
世
代
が
将
来
に
わ
た
る
展
望
を
描
け
る
環
境

 

を
つ
く
る

② 
多
様
化
す
る
子
育
て
家
庭
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

③ 
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
取
組
を
進
め
る

④ 
結
婚
、妊
娠・出
産
、子
供・子
育
て
に
温
か
い
社
会
を
つ
く
る

⑤ 
科
学
技
術
の
成
果
な
ど
新
た
な
リ
ソ
ー
ス
を
積
極
的
に
活
用
す
る

の
5
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、社
会
情
勢
の
変
化
等
を

踏
ま
え
た
、令
和
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
当
事
者
目
線
の
少
子
化

対
策
を
進
め
て
い
く
と
し
、同
年
12
月
に
閣
議
決
定
し
た「
全
世
代

型
社
会
保
障
改
革
の
方
針
」に
お
い
て
具
体
的
な
取
組
み
を
示
す

な
ど
、大
綱
に
基
づ
く
施
策
の
具
体
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
の
方
針
」に
盛
り
込
ま
れ
た
事
項

も
含
め
、「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」で
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き

と
さ
れ
た
事
項
で
、2
0
2
1
年
度
予
算
な
ど
で
措
置
し
た
主
な

取
組
み
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
．結
婚
支
援

◎
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
総
合
的
な
結
婚
支
援
の
取
組
に
対
す

る
支
援（
地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金
３
次
補
正
＋

当
初
で
20
億
円
）。

・
自
治
体
間
連
携
を
伴
う
広
域
的
な
結
婚
支
援
に
対
す
る
重
点

的
支
援
。

・
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
充
実

2
．妊
娠・出
産
へ
の
支
援

・
不
妊
治
療
等
へ
の
支
援
…
不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、高
額
な
医
療
費
が
か
か
る
不
妊
治
療
に
要
す
る

出生数及び合計特殊出生率の年次推移

我が国の総人口及び人口構造の推移と見通し

資料：厚生労働省「人口動態統計」を基に作成。
※1 合計特殊出生率：「15歳から49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの」で1人の女性が

その年次の年齢別出生率で一生の間に産むとしたときの子供数に相当する。

「国勢調査」（2015年まで）　　「総務省 人口推計」（2020年統計）
「日本の将来推計人口「（国立社会保障・人口問題研究所）」（2025年以降）

1947 55 60 65 70 75 80 85 90 95 2000 05 10 15 2019（年）
1950

0

2

4

6

8

10

12

14

0.0
（年）

10.0

5.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0
（千万人）

年少（0～14歳）
人口割合の推移

（％）

200

150

100

50

0

250

300
（万人）

出

生

率

5

4

3

2

1

0

合
計
特
殊
出
生
率

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050 2060

実績値 推計値

総人口
（棒グラフ上数値）

75歳以上 65～74歳 15～64歳 0～14歳 不詳 0～14歳割合
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5,017

2,979

0
8,411

309
107

5,517

3,012

2
9,008

338
139

6,047

2,843

0
9,430

376
164

6,744

2,553

0
9,921

434
189

7,212

2,515

0
10,467

516
224

7,581

2,722

5
11,194

602
284

7,883

2,751

7
11,706

699
366

8,251

2,603

4
12,105

776
471

8,590

2,249

33
12,361

892
597

8,716

2,001
13

12,557

1,109
717

8,622

1,847

23
12,693

1,301

900

8,409

1,752

48
12,777

1,407

1,160

8,103

1,680
98

12,806

1,517

1,407

7,629

1,589
145

12,709

1,734

1,613

7,449

1,503

12,571

1,747

1,872

7,170

1,407
12,254

1,497

2,180

6,875

1,321
11,913

1,428

2,288

6,494

1,246
11,522

1,522

2,260

5,978

1,194
11,092

1,681

2,239

5,584

1,138
10,642

1,643

2,277

5,028

1,012
9,744

1,258

2,446

4,793

951
9,284

1,154

2,387

4,529

898
8,808

1,133

2,248

5,275

1,077

10,192

1,424

2,417

第１次ベビーブーム（1947～49年）

1949年 最高の出生数2,696,638人

ひのうま
1966年
出生数 1,360,974人
合計特殊出生率 1.58

第2次ベビーブーム
（1971～74年）

1973年
出生数2,091,983人

2005年
最低の合計特殊出生率1.26

1989年
合計特殊出生率1.57

2019年
最低の出生数
865,239人

出生数
合計特殊出生率

4.32

1.58

2.14

1.57

1.26
1.36

費
用
へ
の
助
成
に
つ
い
て
、所
得
制
限
の
撤
廃
、助
成
額
の
増
額

等
。不
妊
治
療
へ
の
保
険
適
用
に
つ
い
て
は
、2
0
2
2
年
度
当

初
か 

ら
の
実
施
に
向
け
作
業
を
進
め
る
。

・
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
。

３
．男
女
共
に
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境
の
整
備

・
待
機
児
童
の
解
消
…「
新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、

2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
4
年
度
末
ま
で
の
４
年
間
で
約 

14
万
人
分
の
保
育
の
受
け
皿
を
整
備
。「
く
る
み
ん
」認
定
を
活

用
し
、従
業
員
の
育
児
休
業
等
取
得
に
積
極
的
に
取
り
組
む

中
小
企
業
に
対
す
る
助
成
制
度
を
創
設
。

・
男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
促
進
。

４
．地
域・社
会
に
よ
る
子
育
て
支
援

・
子
育
て
家
庭
が
身
近
な
地
域
で
安
全
に
か
つ
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
、利
用
者
支
援
事
業
を
核
と
し
た
多
機
能

型
地
域
子
育
て
支
援
の
新
た
な
展
開
に
向
け
た
取
組
を
推
進

す
る
。

５
．経
済
的
支
援（
2
0
2
1
年
度
税
制
改
正
）

・
結
婚
・
子
育
て
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る
非
課
税 

措
置
の
延
長

及
び
拡
充
。

・
国
や
地
方
公
共
団
体
の
実
施
す
る
子
育
て
に
係
る
助
成
等
の

非
課
税
措
置
。

・
産
後
ケ
ア
事
業
に
要
す
る
費
用
に
係
る
税
制
措
置
の
創
設
。

6
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

・
不
安
を
抱
え
困
難
な
状
況
に
あ
る
妊
産
婦
に
対
す
る
電
話
や

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
相
談
支
援
・
保
健
指
導
等
の
実
施
、里
帰

り
出
産
が
困
難
な
妊
産
婦
に
対
す
る
育
児
等
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
等
、妊
産
婦
・
乳
幼
児
へ
の
総
合
的
な
支
援
・
保
育
所

等
、幼
稚
園
、地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
お
い
て
、職

員
が
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
継
続
的
に

実
施
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
経
費
等
を
補
助
。

　
こ
れ
ら
は「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」の
具
体
化
に
向
け
た
取

組
の
第
一
歩
で
あ
り
、こ
れ
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、引
き
続
き
、「
少

子
化
社
会
対
策
大
綱
」等
に
基
づ
き
、結
婚
、妊
娠
・
出
産
、子
育

て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
総
合
的
な
少
子
化
対
策
に
大
胆

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て
い
る
。

※1

※2

※

2 

希
望
出
生
率
：
結
婚
を
し
て
子
供
を
産
み
た
い
と
い
う
人
の
希
望
が
叶
え
ら
れ
た
場
合
の
出
生
率
。
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日
本
に
お
い
て
、歴
史
的
価
値
を
持
つ
建
造
物
等
保
存
が

意
識
が
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
の
は
、1
9
6
0
年
代
末
頃
の

こ
と
で
あ
る
。高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
急
速
な
国
土
開
発

や
都
市
開
発
に
よ
っ
て
、消
失
し
つ
つ
あ
る
歴
史
的
風
景
や

町
並
み
を
保
存
し
よ
う
と
す
る「
町
並
み
保
存
運
動
」が
始

ま
り
、妻
籠
を
中
心
に
70
年
代
〜
80
年
代
に
は
全
国
的
な
拡

が
り
を
み
せ
た
。各
地
方
自
治
体
は
、こ
れ
に
応
え
て
市
町

村
独
自
の
条
例
等
を
制
定
し
、地
域
の
歴
史
的
風
致
を
保
護

す
る
取
組
み
を
始
め
た
。こ
う
し
た
住
民
の
意
欲
と
地
方
自

治
体
の
取
組
み
を
後
押
し
す
る
た
め
、1
9
7
5
年
に
文
化

財
保
護
法
が
改
正
さ
れ「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制

度
」が
創
設
さ
れ
た
。

　
こ
の
制
度
は
、一
建
造
物
と
い
う「
点
」で
は
な
く
、伝
統
的

建
造
物
群
と
一
体
を
な
し
て
そ
の
価
値
を
形
成
し
て
い
る
周
辺

環
境
も
含
め
た「
面
」で
保
存
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、そ
の
地

域
が
存
す
る
市
町
村
が
制
定
す
る
。こ
れ
に
よ
り
、城
下
町
・

宿
場
町・門
前
町
な
ど
全
国
各
地
に
残
る
歴
史
的
な
集
落・町

並
み
の
保
存
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、多
く
の
保
存
地
区
が

誕
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
の
中
で
、我
が
国
に
と
っ
て
価
値

が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の
が「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区（
重
伝
建
地
区
）」と
し
て
選
定
さ
れ
、市
町
村
の
保
存
・

活
用
の
取
組
み
に
対
し
、文
化
庁
や
都
道
府
県
教
育
委
員
会

は
指
導・助
言
を
行
う
他
、市
町
村
が
行
う
修
理・修
景
事
業
、

防
災
設
備
の
設
置
事
業
、案
内
板
の
設
置
事
業
等
に
対
し
て
補

助
し
、税
制
優
遇
措
置
を
設
け
る
等
の
支
援
が
な
さ
れ
る
。　

木
に
託
す

　
　
野
鳥
シ
リ
ー
ズ
⑭

木
を
通
し
て
　

  

　
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る

木
を
通
し
て
　

  

　
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る

（撮影・文：鈴木芳和）

　川で生まれた鮭が産卵のために遡上するように、野鳥も毎年
同じ場所へやって来て繁殖します。 
自然の中で育てられ、時期が来ると旅立つ…。
　野鳥も生まれた地を忘れず、次世代へと受け継いでいく習性を
もっているのです。

コゲラ キバシリ

コアジサシ

ヒクイナ

カッコウ

オオアカハラ

特
集

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度

門前町

山村集落

　
令
和
2
年
12
月
23
日
時
点
で
、重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
は
1
0
1
市
町
村
で
1
2
3
地
区（
合
計
面
積
約

3
9
8
7・8
h
a
）あ
り
、約
2
9
0
0
0
件
の
建
築
物
及
び

環
境
物
件
が
特
定
さ
れ
保
護
さ
れ
て
い
る
。

　
「
町
並
み
保
存
運
動
」の
中
心
を
担
っ
た
南
木
曽
町
妻
籠
宿

は
、日
本
で
最
初
に
重
伝
建
地
区
と
し
て
選
定
さ
れ
た
7
地
区

の
一
つ
で
、昭
和
５１
年
９
月
４
日
に
1
2
4
5
h
a
が
指
定
を

受
け
た
。こ
れ
は
全
国
の
重
伝
建
地
区
の
総
面
積
の
約
32
％
を

占
め
る
広
大
な
面
積
で
あ
る
。妻
籠
宿
の
保
存
は
、宿
場
内
の

建
造
物
だ
け
で
な
く
、中
山
道
か
ら
の
眺
望
を
中
心
と
し
て
、

周
辺
の 

自
然
景
観
を
も
背
景
と
し
て
捉
え
て
お
り
、そ
こ
に
は

借
景
の
概
念
が
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
妻
籠
宿
の
保
存
は
、明
治
以
降
の
交
通
改
革
と
と
も
に
宿
場

と
し
て
の
機
能
が
衰
退
し
、高
度
経
済
成
長
期
の
若
者
達
の
都

市
部
流
出
に
よ
っ
て
地
域
が
弱
体
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た

時
期
に「
保
存
す
る
こ
と
が
開
発
で
あ
る
」と
い
う
理
念
を
打

ち
立
て
て
始
ま
っ
た
。住
民
は
保
存
を
す
べ
て
に
お
い
て
優
先

さ
せ
る
た
め
に
、妻
籠
宿
と
旧
中
山
道
沿
い
の
観 

光
資
源（
建

物
・
屋
敷
・
農
耕
地
・
山
林
等
）に
つ
い
て
、「
売
ら
な
い
」「
貸
さ

な
い
」「
こ
わ
さ
な
い
」の
三
原
則
を
貫
く
こ
と
を
決
め
、そ
こ
に

生
活
を
し
な
が
ら
貴
重
な
歴
史
的
財
産
を
後
世
に
伝
え
て
い

る
。集
落
保
存
が
進
む
に
つ
れ
妻
籠
を
訪
れ
る
観
光
客
は
急
増

し
た
。観
光
客
に
き
ち
ん
と
対
応
す
る
こ
と
は
、保
存
活
動
を

望
ま
し
い
方
向
に
進
め
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
と
の
考
え

の
下
、様
々
な
整
備
を
実
施
、平
成
28
年
に
は
、妻
籠
宿
保
存

地
区
を
含
む
木
曽
地
域
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、国
内
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

昭
和
40
年
代

現
在（
改
修
後
）

昭
和
40
年
代

武
家
屋
敷（
改
修
後
）



メ
ー
カ
ー
記
事
広
告

業
績
向
上
の
た
め
の

「
理
念
と
経
営
」

　
社
内
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
に
は
、仕
事
が
で
き
る
こ

と
が
基
本
的
な
条
件
で
す
。仕
事
が
で
き
る
人
と
い
う
の
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
、目
標
で
あ
っ
て
も
結
果
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
人
で
す
。

　
た
と
え
ば
、釣
り
名
人
と
呼
ば
れ
る
人
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。釣
り
名
人
は
、ど
こ
に
釣
り
に
行
こ
う
と
も
、何
を

釣
ろ
う
と
し
て
も
、上
手
に
釣
る
人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。特

定
の
場
所
、特
定
の
条
件
の
も
と
で
し
か
釣
れ
な
い
の
で
あ
れ

ば
、そ
れ
は
釣
り
名
人
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　
仕
事
が
で
き
る
人
と
は
、ど
の
よ
う
な
目
標
で
あ
っ
て
も
、

ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、結
果
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

人
で
す
。ど
の
よ
う
な
時
も
結
果
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
、仕
事
が
で
き
る
人
と
言
わ
れ
る
の
で
す
。

　
仕
事
が
で
き
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
と
の
能
力
面
で
の
大

き
な
違
い
は
、仕
事
の
手
順
に
あ
り
ま
す
。手
順
通
り
に
仕
事

を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
、仕
事
の
結
果
や
身
に
つ
く
能
力

は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
い
う
と
、仕
事
が
で
き
る
人
は
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・

サ
イ
ク
ル
と
呼
ば
れ
る
手
順
で
仕
事
を
進
め
て
い
ま
す
。ど
の

よ
う
な
仕
事
で
あ
っ
て
も
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・サ
イ
ク
ル
通
り
に

仕
事
を
進
め
る
か
ら
、結
果
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・サ
イ
ク
ル
と
は
、計
画
を
立
て（
P
）、計
画

通
り
に
実
行
し（
D
）、実
行
結
果
と
計
画
と
の
差
異
を
比
較

し（
C
）、そ
の
差
異
を
も
と
に
、次
の
計
画
段
階
に
生
か
す

（
A
）と
い
う
流
れ
の
こ
と
で
す
。

　
最
後
の（
A
）は
、次
の
段
階
の（
P
）に
生
か
し
ま
す
。マ
ネ

ジ
メ
ン
ト・サ
イ
ク
ル
は
、

P
↓
D
↓
C
↓
A
↓
P
↓
D
↓
C
↓
A
↓…

…

と
い
う
よ

う
に
続
く
の
で
、P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・

サ
イ
ク
ル
を
理
解
し
て
い
る

仕
事
の
進
め
方
を
学
ぼ
う
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ン
ト
コ
ト

心
求
探

メ
ー
カ
ー
技
術
レ
ポ
ー
ト
82

新
情
報

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社 

ハ
ウ
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
事
業
部
は
10

月
1
日
よ
り
、在
宅
ワ
ー
ク
や
家
事
ラ
ク
な
ど
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
な

暮
ら
し
に
豊
富
な
プ
ラ
ン
と
部
材
で
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
フ
ァ
ニ

チ
ャ
ー「
C
U
B
I
O
S（
キ
ュ
ビ
オ
ス
）」を
発
売
す
る
。　　

　
薄
型
ユ
ニ
ッ
ト
と
扉
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、美
し
く
機

能
的
な
空
間
を
自
由
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
。「
夫
婦
で
在
宅
勤

務
が
で
き
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
」、「
洗
濯
か
ら
収
納
ま
で

で
き
る
ラ
ン
ド
リ
ー
ル
ー
ム
」「
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
も
で
き
る
リ
ビ
ン

グ
テ
レ
ビ
プ
ラ
ン
」な
ど
、新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
す
る
プ

ラ
ン
を
提
案
す
る
。

住
宅
用
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
断
熱
材

「
ポ
リ
カ
ッ
ト
10
K
1
0
0
㎜
」を
高
性
能
化

マ
グ・イ
ゾ
ベ
ー
ル
株
式
会
社

　
マ
グ・イ
ゾ
ベ
ー
ル
株
式
会
社
は
住
宅
用
断
熱
材「
ポ
リ
カ
ッ
ト

10
K
1
0
0
㎜
」シ
リ
ー
ズ
の
最
低
熱
抵
抗
値（
R
値
）を
、現
行
の

2
・
0
㎡
・
K
／
W
か
ら
2
・
2
㎡
・
K
／
W
へ
と
高
性
能
化
す
る
。

新
規
格
へ
の
刷
新
は
7
月
21
日
か
ら
順
次
進
め
て
お
り
、9
月
末

頃
シ
リ
ー
ズ
全
て
で
新
基
準
化
お
よ
び
品
番
統
廃
合
が
完
了
予
定
。

　

建
築
物
省
エ
ネ
法
で
定
め
る
断
熱
材
熱
抵
抗
値
2
・
2
㎡
・

K
／
W
を
使
用
基
準
に
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
ポ
リ
カ
ッ
ト

10
K
1
0
0
㎡
・
K
／
W（
R
2
・
2
）」に
変
更
す
る
だ
け
で
、

省
エ
ネ
基
準
で
最
低
基
準
と
な
る
断
熱
等
性
能
等
級
4
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
、計
算
作
業
や
仕
様
転
換
と
い
っ
た
作
業

手
間
を
軽
減
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
L
N
G
供
給
開
始

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社

　

大
阪
ガ
ス
は
7
月
6
日Shell Eastern Trading

（
シ
ェ

ル
）と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
L
N
G
の
取
引
に
関
す
る
契
約

を
締
結
。8
月
1
日
よ
り「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
都
市
ガ

ス
」の
供
給
を
開
始
す
る
と
発
表
し
た
。

　
こ
の
天
然
ガ
ス
は
、掘
削
・
輸
送
・
製
造
・
燃
焼
の
工
程
を
含
む

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
、シ
ェ
ル

が
保
有
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
相
殺
す
る
こ
と
で
、発
生
す
る

C
O
2
を
実
質
的
に
ゼ
ロ
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。大
阪
ガ
ス
で

は
、グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
るD

aigas

エ
ナ
ジ
ー
を
代
理
店
と
し

て
、脱
炭
素
の
推
進
に
取
り
組
む
顧
客
向
け
に
提
供
し
て
い
く
。

在
宅
ワ
ー
ク
な
ど
に
対
応
す
る

シ
ス
テ
ム
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー「
キ
ュ
ビ
オ
ス
」



古
典
か
ら
学
ぶ「
人
生
と
経
営
」

　
『
思
考
の
整
理
学
』を
著
し
た
外
山
滋
比
古
氏
は
、頭
を
よ
く
働
か
せ
る
た
め
に
は「
忘
れ
る
」こ
と

が
き
わ
め
て
大
切
で
あ
る
と
い
う
。

　
「
私
達
は
子
供
の
頃
か
ら
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
教
え
ら
れ
、忘
れ
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
だ
と
思
い
、教

え
ら
れ
て
き
た
。と
こ
ろ
が
情
報
化
が
進
ん
だ
今
、記
憶
力
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
勝
て
る
は
ず
が
な
い
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
は『
記
憶
す
る
倉
庫
』に
専
念
し
て
も
ら
っ
て
、人
間
の
頭
は
新
し
い
も
の
を
創
り
出

す『
知
的
工
場
』に
す
べ
き
で
あ
る
。知
的
工
場
と
し
て
能
率
よ
く
仕
事
を
す
る
に
は
、ど
ん
ど
ん
忘
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。」（
思
考
の
生
理
学　

筑
摩
書
房　

よ
り
要
旨
を
抜
粋
）

　

な
る
ほ
ど
…
妙
に
納
得
で
き
る
話
で
す
。

　

経
営
の
世
界
で
は
、経
営
環
境
が
変
わ
る
と
、そ
れ
ま
で
の
成
功
要
因
は
、失
敗
す
る
要
因
に
変
化

し
ま
す
。

　

こ
れ
が
陰
と
陽
の
不
思
議
な
関
係
で
、「
陰
」が
陽
に
な
る
と「
陽
」は
陰
に
変
わ
る
の
で
す
。

　

優
秀
な
経
営
者
の
条
件
で
あ
っ
た「
記
憶
力
」は
過
去
の
価
値
と
な
り
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
主
流
の

時
代
で
は「
創
造
力
」が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、創
造
力
を
高
め
る
に
は
、忘
れ
る
力
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

も
っと
も
な
お
話
で
す
が
、経
営
者
に
降
り
か
か
る
様
々
な
問
題
が
、そ
う
簡
単
に
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
？

　

社
員
の
ミ
ス
、お
客
様
の
ク
レ
ー
ム
な
ど
経
営
者
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
毎
日
起
こ
り
ま
す
。

　

会
社
の
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
と
、眠
れ
な
い
夜
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

忘
れ
る
の
に
は
睡
眠
が
ベ
ス
ト
で
す
が
、忘
れ
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、気
に
な
っ
て
眠
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
そ
ん
な
時
、奈
良
薬
師
寺
の
中
興
の
祖
、高
田
好
胤
師
の
説
法
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
　
「
か
た
よ
ら
な
い
心

　
　

  

こ
だ
わ
ら
な
い
心

　
　

  

と
ら
わ
れ
な
い
心

　
　

  

広
く
、
広
く
、も
っ
と
広
く
！

　
　

  

こ
れ
が
般
若
心
経
、
空
の
心
な
り
」

　

般
若
心
経
は
人
間
の
エ
ゴ
を
打
ち
消
し
、混
迷
の
時
代
の
生
き
方
を
説
い
た「
仏
法
の
真
髄
」と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。好
胤
師
は
、迷
い
を
振
り
切
れ
！
と
、叱
咤
激
励
の
精
神
で
私
達
に
論
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
　 「
か
た
よ
ら
な
い
、こ
だ
わ
ら
な
い
、と
ら
わ
れ
な
い
…
。
」

　
こ
ん
な
心
境
を
求
め
て
、毎
日
の
生
活
リ
ズ
ム
に
般
若
心
経
を
読
経
し
、時
に
は
座
禅
に
向
か
う
の
も
いい

で
し
ょ
う
。

ひ
と
に
よ
って
は
、ヨ
ガ
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
楽
し
く
集
中
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
最
高
で
す
。

部
屋
の
整
理
整
頓
を
し
て
心
の
中
も
整
理
す
る「
断
捨
離
」の
実
践
も
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、そ
れ
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
は
ど
う
す
れ
ば
いいの
か
…
。

仕
事
上
の
ミ
ス
、お
客
様
の
ク
レ
ー
ム
な
ど
は
、未
来
の
教
訓
と
し
て
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
営
者
に
降
り
か
か
る
問
題
に
は
、忘
れ
て
は
い
け
な
いこ
と
も
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ら
れ
な
いこ
と
は
、逆
に「
忘
れ
る
な
！
」とい
う
、天
の
示
唆
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ど
う
し
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
な
ら
、起
こって
い
る
問
題
の
渦
中
に
飛
び
込
め
ば
いい
。

今
、最
も
会
いに
く
い
人
に
、勇
気
を
ふ
るって
会
いに
行
け
ば
いい
。

す
る
と
、嫌
で
、嫌
で
忘
れ
ら
れ
な
かっ
た
あ
の
こ
と
が
、

有
り
難
く
て
、嬉
し
く
て
忘
れ
ら
れ
な
いこ
と
に
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
が「
陰
、
極
め
れ
ば
陽
　
陽
、
極
め
れ
ば
陰
」とい
う
こ
と
な
の
で
す
。

　
　
淡  

洋

株
式
会
社 

山
西 

代
表
取
締
役
社
長  

西
垣 

洋
一

古
い
も
の
を
出
さ
な
け
れ
ば
、
新
し
い
も
の
が
入
ら
な
い
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世界の有用木材7800種類

https://wood.co.jp/
7-mokuzai/woodstar

世界の有用木材7800種類の強
度・性質・産地の他、樹種の解説ま
で掲載されているホームページで
す。学名・英名・和名で検索できる
のでとても便利です。一度アクセス
してみてください。

※中川勝弘様のご理解をいただき、紹介させて頂
きました。

建材・住宅設備の
デジタルカタログサイト

　日本建材・住宅設備産業協会が運営する電
子カタログの閲覧サイト「カタらボ」が、2009
年の開設以来、急発展している。同サイトは、加
盟する建材や住設などのメーカーのカタログを
パソコン上で自由に見られるというもの。現在、
加盟メーカーは295社（2021年8月6日時点）
で、閲覧できるカタログは2,743冊29万261
ページに上る。

会員メーカー数295社

カタらボ

2021年9月発行　第86号　（8）

木
材
・
建
材
市
況
情
報

総

括

株式会社ウッドワン
永大産業株式会社
ケイミュー株式会社
クリナップ株式会社
城東テクノ株式会社
タカラスタンダード株式会社
大建工業株式会社
中国木材株式会社
ニチハ株式会社
パナソニック株式会社
フクビ化学工業株式会社
トクラス株式会社
マグ・イゾベール株式会社
旭ファイバーグラス株式会社
チヨダウーテ株式会社
吉野石膏株式会社

　
史
上
初
の
無
観
客
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
17
日
間
の
熱
戦

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。新
国
立
競
技
場
の「
ス
タ
ン
ド
い
っ
ぱ

い
の
観
客
の
声
援
」は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、若
い
力
の
活

躍
な
ど
が
あ
り
、盛
り
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。チ
ケ
ッ
ト
を

持
ち
合
わ
せ
な
か
っ
た
私
ど
も
は
、も
と
よ
り
テ
レ
ビ
観
戦
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
。

　
建
設
業
界
の「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
が

増
し
て
い
ま
す
。ア
メ
リ
カ
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
か
ら
の
木
材

の
輸
送
が
滞
る
、「
コ
ン
テ
ナ
の
問
題
。」山
火
事
・
洪
水
な
ど

自
然
災
害
に
よ
る「
減
産
問
題
。」ア
メ
リ
カ
、中
国
、ヨ
ー
ロ

ッ
パ
な
ど
日
本
よ
り
先
に
コ
ロ
ナ
か
ら
の
景
気
回
復
に
向
か

う
国
に
対
し
て
、「
買
い
負
け
る
問
題
」な
ど
様
々
な
問
題
が

絡
ま
っ
て
い
る
た
め
、簡
単
に
は
解
決
策
が
見
え
て
き
ま
せ

ん
。当
面
は
、国
産
材
で
の
代
替
策
を
取
り
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
国
産
材
に
お
い
て
も
、国
内
で
の
大
雨
な
ど
の
災

害
な
ど
も
あ
り
、事
態
は
難
航
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
に
対
し
ま
し
て
も
、ご
不
便
や
不
自
由
を
お
願
い
す

る
場
面
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
し
ば
ら
く
ご
容
赦
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2021年
9月

〈順不同〉

協
賛
メ
ー
カ
ー

国
産
材

米
材

＊
ア
メ
リ
カ
の
木
材
価
格
は
暴
落

　
ア
メ
リ
カ
の
木
材
価
格
は
、7
月
夏
休
み
に
入
る
と
と
も
に

暴
落
し
た
。一
説
に
よ
る
と
、コ
ロ
ナ
自
粛
に
つ
か
れ
た
人
々
が
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
行
と
と
も
に
一
気
に
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
繰
り

出
し
て
、マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。9
月
に
な
れ
ば
学
校
も
始
ま
る
た
め
み
ん
な
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
戻
る
の
で
、そ
れ
か
ら
仕
事
に
戻
る
と
い
う
の
で
す
。

　
価
格
は
下
が
っ
た
も
の
の
、産
地
で
は
山
火
事
が
ひ
ど
く
生

産
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。一
方
で
建
築
許
可
件
数
で
は
、

1
7
0
万
戸
を
超
え
る
な
ど
需
要
も
底
堅
く
、皆
が
仕
事
に
戻

れ
ば
ま
た
高
値
に
戻
る
と
の
観
測
も
あ
り
、ま
っ
た
く
予
測
不

能
の
状
態
で
す
。

＊
ア
メ
リ
カ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
下
が
っ
た
が

＊
代
替
需
要
が
続
き
不
足
感
が
強
ま
る

　
ア
メ
リ
カ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
好
調
に
引
張
ら
れ
て
、ア
メ
リ
カ
向

け
を
増
や
し
て
い
た
が
、ア
メ
リ
カ
向
け
の
値
段
が
下
が
っ
た
こ

と
で
、次
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
探
し
て
い
る
。但
し
、中
国
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
域
内
な
ど
、好
調
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、慌
て
る
向

き
は
な
い
。

欧
州
材

＊
針
葉
樹
合
板
い
よ
い
よ
不
足

　
針
葉
樹
合
板
が
い
よ
い
よ
間
に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
た
。全
体
的

に
は
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
な
ど
の
木
材
不
足
に
よ
る
生
産
制
限
が
あ

る
も
の
の
、建
築
需
要
は
旺
盛
で
あ
る
た
め
引
き
続
き
針
葉
樹
合

南
洋
材・合
板

I・N・Y住まいの情報ネットワークI・N・Y住まいの情報ネットワーク

　
国
産
材
製
品
の
荷
動
き
は
、北
欧
材
か
ら
の
代
替
え
で
桧
、

杉
構
造
材
、羽
柄
材
と
も
に
不
足
感
が
続
い
て
お
り
秋
口
に
は

最
高
値
の
輸
入
材
が
入
荷
す
る
た
め
国
産
材
の
需
要
は
さ
ら

に
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
を
追
う
よ
う
に
8
月
中
旬
に
列
島
を
襲
っ
た
豪
雨
の

影
響
で
、丸
太
の
出
材
が
減
少
す
る
た
め
製
品
の
供
給
不
安
が

板
の
逼
迫
し
た
状
態
は
続
く
。現
在
は
国
産
材
の
使
用
比
率
が
高

い
た
め
、国
産
材
の
高
騰
の
あ
お
り
を
受
け
、価
格
の
高
騰
と
原
料

の
不
足
に
陥
っ
て
い
る
。

　
ラ
ワ
ン
合
板
は
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
コ
ロ
ナ
感
染

の
状
況
改
善
が
見
込
め
な
い
の
で
、回
復
す
る
兆
し
は
、ま
だ
な
い
。

高
ま
り
、更
な
る
引
き
合
い
が
強
ま
る
見
通
し
で
あ
る
。9
月

以
降
も
引
き
合
い
は
旺
盛
で
高
値
は
続
く
と
思
わ
れ
る
。




